奈良市ごみ焼却施設移転建設候補地の追加募集について
奈良市では、現在のごみ焼却施設を移転し、新たに循環型社会形成の推進を図る施設として建設するため、平成１８年２月に「奈良市ごみ焼却施設移転建設計画策定委員会」を設置しました。
以後、当策定委員会では、移転候補地の選定及び施設整備のあり方について慎重に協議・検討を進めてきました。

平成１９年１１月には、１５箇所の候補地選定を主旨とした「中間報告」を奈良市長に提出し、その後、奈良市では、パブリックコメント手続きによる市民の皆様方からの意見募集を行い、当策定委員会では、頂きました貴重なご意見を参考にしながら最終候補地選定に向けての検討を行っているところです。

候補地選定にあたっては、地権者や周辺住民の皆様のご理解とご協力を得られることが最も重要であると考えており、当策定委員会で移転候補地として検討している９地区内及び隣接地域において、昨年の１０月から１２月にかけて候補地を募集いたしました。

応募件数が予想より少なかったため、より多くの地権者の皆様方からのご応募をいただきたく、今回、改めて追加募集をすることになりました。

応募いただいた候補地につきましては、昨年の応募と合わせまして当策定委員会において慎重に協議のうえ評価を行い、最終候補地の選定に向けて反映させていきたいと考えておりますので、多数のご応募をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

平成２１年４月１日

奈良市ごみ焼却施設移転建設計画策定委員会

委員長　郡嶌　孝
 Ⅰ、計画概要　
１ 施設整備の基本方針
　○緑地帯を設け周辺の自然環境・生活環境との調和を図り、公害防止対策に配慮した安全で安定したごみ処理を重要項目として整備を進めます。
　○地域の活性化への寄与、及び市民の健康・福祉・教育に寄与する施設として整備を進めます。
○市民・周辺地域の皆様には、より良い施設整備が行われるように、施設整備計画を策定する段階から注視いただき、積極的な参画をお願いしていきます。
２ 施設の概要
(1) ごみ焼却施設（処理能力：約４００ｔ／日程度。）
・環境への負荷を低減するための最新技術の採用、資源と熱の効率的な回収と有効利用のための技術を積極的に導入します。
・高温での燃焼等の燃焼管理により、ダイオキシン類等の発生抑制、高度な排ガス、排水処理により環境負荷を低減できるシステムを検討していきます。
・焼却により生じた焼却灰を有効に利用できる技術について検討していきます。
・焼却時に生じる熱エネルギーの利用について検討していきます。
(2) リサイクルセンター
・既存の仮設施設に代わる安定的な施設として、再生資源の中間処理と保管の機能を持つ施設とします。
　  ・ごみ減量・資源循環に関する啓発、体験学習等を行うための機能も併せ持つものとし、市民の皆様に不用品交換、修理などの機会を提供できるようにします。
(3) 余熱利用施設
・ごみ焼却時に生じる熱エネルギー（余熱）を効率的に回収・利用する施設を設置することにより、地域の活性化に寄与すると共に、地元の要望を生かした整備を進めていきます。

 Ⅱ、募集内容　
１ 応募条件
現在、当策定委員会で移転候補地として検討している９地区内（別紙、ごみ焼却施設移転候補地区位置図）及び隣接地域で、施設建設にふさわしい場所として、以下の条件に適合していることとします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (1) 概ね１０ｈa程度の敷地が確保できる地域であること。

ただし、仮に単独の応募の面積が１０haより小さくても隣接地との合計が１０haに達する見込みがあれば応募可能です。
(2) 幹線道路が近く、搬入路の確保が可能なこと。
(3) 法的規制がないか、或いは規制解除が容易であること。
(4) 給水・排水設備の整備が容易であること。
(5) 貴重な動植物の生息（植生）する地域でないこと。
　　＊(3) (4) (5)は、考慮していただきたい事項

２ 応募方法
(1) 応募は、地権者（土地所有者）の申請とします。
(2) 必要書類
　① 申請書
② 位置図、全体図
③ 土地権利関係一覧表

(3) 当策定委員会は、自治会はじめ地元住民の方々のご理解とご協力が不可欠であると考えています。

　本件土地の所有や使用に関して、地元自治会や住民の方々と接触する機会やいきさつがありましたか。あれば、その状況について、お知らせください。

３ 応募期間
平成２１年 ４ 月 １ 日～平成２１年 ４ 月３０日
４ 候補地の選定方法
今回応募いただいた候補地については、昨年応募いただいた候補地と合せて、応募の適合条件等により比較すると共に、必要に応じてヒヤリングを実施します。

なお、最終候補地の選定に当っては、今回応募がなかった候補地区も含め、選定条件である地形・地質、規制、土地取得の実現性、地元住民の理解度、周辺環境への影響、収集運搬効率等を考慮し、当策定委員会において総合的な評価を行う予定です。

５ 申請書提出先(問合せ先)
〒６３１-０８０１ 奈良市左京五丁目２番地

奈良市ごみ焼却施設移転建設計画策定委員会事務局

奈良市役所 環境清美部 施設課
℡０７４２－７１－３２２０
E-mail：kan-shisetsu@city.nara.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「奈良市ごみ焼却施設移転建設候補地」応募申請書
平成　　年　　月　　日
奈良市ごみ焼却施設移転建設計画策定委員会

委員長　郡　嶌　　孝　様
申請者（法人の場合は法人の名称と代表者名）
住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　印
電話
奈良市ごみ焼却施設移転建設候補地として次のとおり応募します。
記

　１　位置図、全体図（地番図等で地番及び区域を記載した図面）
　　　　別紙のとおり
　２　対象土地
　　　　別紙、土地権利関係一覧表のとおり
　３　土地に関する地元自治会等との経緯
　４　応募に当っての希望する事項等
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(申請者以外の場合記入)
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別紙　土地権利関係一覧表
　






